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～ラップ療法を安全に行うために～

　平成22年3月、日本褥瘡学会からラップ療法を条件付けで容認する見解が出されたことで、介護や在宅の場においてラップ療法がさらに広く行われていくと思われます。さらには、ラップ療法に関するエビデンスが蓄積されたことをうけて、平成24年4月に改訂される「褥瘡局所処置ガイドライン」にも「ラップ療法」が掲載されることになります。以上から、ラップ療法の正しい適応を知り、安全に施行するためのノウハウを勉強することは、褥瘡を扱うスタッフ全員に必須の課題といえます。
　そこで、ラップ療法も含む最新の褥瘡ケアに関する実技セミナーを開催することになりました。
このセミナーは平成22年度厚生労働省老人保健健康増進等事業の一環として行われた「正しい新褥瘡治療法～ラップ療法の普及・啓発のための実技セミナーと手技修得プログラムの構築」をベースにしております。

　皆様方のご参加を、心からお待ちしております。
　　　　　　　　　　（社）財形福祉協会　横溝幹弘
◆開催日時：　平成２３年１２月17日（土）　14：00～17：30
◆場　　　所：　大宮市　大宮ソニックシティ　９０２号
◆対　　　象：　看護師　（とくに訪問看護、施設の看護スタッフを歓迎）

◆参 加 費：　5,000円　（テキスト・処置ケアDVD付き）

◆定　　　員：　50名　(定員に達した時点で、締め切りと致します)
◆講　
師：　水原　章浩　（東鷲宮病院　褥瘡・創傷ケアセンター）

水原氏はラップ療法を普及、啓蒙している第1人者で、2,000例以上の多数の治療経験をもとに、ラップ療法の実際、安全に施行するための注意点を解説いたします。さらには従来法との使い分け、薬剤の使用法などラップ療法のみならず褥瘡治療全般についての分り易い説明でも定評です。

 プログラム 
13時45分　受付開始

14時00分　企業商品説明

14時15分　講義～褥瘡治療の基本からラップ療法まで
16時00分　実技～数台の褥瘡モデルを用いた実習

17時00分　褥瘡治療Q＆A。
17時30分　修了

１）講義内容：褥瘡の予防、褥瘡の評価、褥瘡のケア～滲出液の量・性状に基づく被覆材、薬剤の選択、ラップ療法によるケアおよび合併症への対処、施行上の注意点ほか。
２）実技内容：創洗浄の仕方、創の評価、穴あきフィルムの作製法～貼付法、スキンケアの実際、ラップ療法の実際ほか。
◆申し込み方法：参加希望者は、裏面の申込書でFAXにてご連絡ください。

主催：社団法人 財形福祉協会
共催：白十字株式会社
協賛：株式会社オーケーカンパニー　株式会社アンツィアーナ　株式会社クリニコ
ケーシーアイ株式会社　　株式会社大正富山医薬品　株式会社明治　
持田ヘルスケア株式会社　株式会社モルテン
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平成23年12月17日（土）開催　　於：大宮市　大宮ソニックシティ　９０２号
「第２回褥瘡ケア実技セミナー」に、参加します。
	所属施設名
	

	〒

所属施設住所
	　　　　　-

	電話番号
	ＦＡＸ番号

	メールアドレス
	

	参加希望者氏名

①
	フリガナ
	職種
	医師、看護師、訪問看護師
栄養士、その他（　　　　　）

	
	
	
	

	参加希望者氏名

②
	フリガナ
	職種
	医師、看護師、訪問看護師
栄養士、その他（　　　　　）

	
	
	
	

	参加希望者氏名

③
	フリガナ
	職種
	医師、看護師、訪問看護師
栄養士、その他（　　　　　）

	
	
	
	

	参加希望者氏名

④
	フリガナ
	職種
	医師、看護師、訪問看護師
栄養士、その他（　　　　　）

	
	
	
	


＊「創傷・褥瘡治療」に関する質問を受け付けますので下記アドレスまでメールでお送りください。セミナーの参加、不参加にかかわらず講師がお答えいたします。質問にはかならず鮮明な画像を添付してお送りください。

お問合せ先：社団法人 財形福祉協会
〒103－0024　東京都中央区日本橋小舟町8-14 日本橋三越前アムフラット壱番館301

ＴＥＬ．03-5651-8120 ＦＡＸ．03-5651-8121 Ｅ－ｍａｉｌ：zaikei@t3.rim.or.jp
「褥瘡ケア実技セミナー」事務局


（社）財形福祉協会内　担当：安達 盛一
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